
地域の「仕事」や「暮らし」を

地域で支えていきましょう

地域における就労支援の活動は自治体の様々な部署（生活困窮者の主管

部局、福祉部局、産業労働部局 etc.）や委託事業者、関係機関・団体等に

おいて、対象や課題ごとに工夫され、展開されています。

就労支援が効果的に実施されるためには、自治体や委託事業者、関係機

関・団体等の皆様が、支援している対象者の姿、活用している地域資源や

取組み、日頃感じている課題やアイデアなどを共有し、役割分担と連携の

あり方を見直す必要があります。

そのためのひとつの方法として、「ロジックモデル」の枠組みを用いて、

皆様の考えやアイデアを出し合い、お互いに気づきを得て、新たな取組み

につなげるためのワークショップを開催しませんか。

働く人と職場をつなげるワークショップのすすめ

※なお、このワークショップは参加者の考えやアイデアを持ち寄り、共有することを目的
としており、ロジックモデルを用いて自治体等の事業評価を行うものではありません。



このワークショップの目的と効果は？

就労支援を必要としているのはどんな人？

◼ 就労支援の取組みや地域資源、課題について意識共有を図ることで、自治体の各部署や
委託事業者、関係機関の連携を深めることができます。

◼ 他の部署や関係機関の取組みで活用できるものがないか、あるいは不足している役割は
ないかをお互いに検討し、今後の連携・共有につなげることができます。例えば、生活
困窮者自立支援制度では、就労準備段階や中間的就労、定着支援などの活動（アクティ
ビティ）が話題になります。

◼ 各参加者が、現時点で足りない取組み、今後取り組むべきことに気づき、次年度以降の
事業等に結びつけることができます。

◼ 就労支援の明確な定義はありませんが、変化する雇用環境の中で、自身が目指す就労・
職業生活（キャリア）の実現に向けて、何らかの支援を要する対象者に対して行う一連
の相談支援、および多様な当事者が関係する取組みであると言えます。そのため、他の
部署や関係機関との連携が不可欠です。

◼ 就労支援を必要としている人には様々なタイプがあり、日頃の業務や支援活動の中で接
している人にとどまりません。

◼ 生活困窮者、生活保護受給者、障害者、高齢者、ひとり親、ひきこもり、就労経験の少
ない若者のほか、非正規雇用で働く就職氷河期世代の人など市役所の窓口にあまり来な
い人も含まれています。

◼ これらの人について、行政用語では「就労困難者」と呼ばれることが多いです。最近で
は「求職準備者」といわれることもあります。雇用統計の「求職者」は求職活動を行っ
ている人を指していますが、「就労困難者」「求職準備者」には、求職活動に至らず、
キャリアを模索・検討中の人も含まれます。



ロジックモデルとは？

◼ ロジックモデルとは、インプット（予算と事業）からインパクト（課題が解決した状
態）までのつながりを「見える化」し、どのように手段が目的につながっていくのかを
論理的に明示したものです。

◼ ロジックモデルを作成すると、＜政策－施策－事業＞が＜目的－手段＞の連鎖になって
いることを明確にすることができます。

◼ ロジックモデルの枠組み（インプット、アクティビティ、アウトプット、アウトカム、
インパクト）を用いて、そこに現在地域で行われている取組みを落とし込んでみると、
地域の取組みが一覧できるようになります。

◼ また、目的（アウトカム、インパクト）をある程度明確にした後に、改めて地域で行わ
れている取組みを整理すると、既に出来ていること、これからやるべきことを可視化す
ることができます。

インプット アウトプット アウトカム インパクト

予算と事業
［経済的・人的資源］

※いくら使って何を
するのか

活動結果

［活動や取組みに
よって生じたもの］

※どれだけのサービ
スを提供したか

施策の成果

［活動や取組みに基
づく直接的な対象者
への効果］

※（アウトプットによっ
て）対象者はどうなっ
たか

課題が解決した状態

［他者の行動や意図しない
結果も含む最終的に生じ
た変化］

※（アウトカムによって）

どのような変化が起きる
のか

アクティビティ

行政サービス
［行政や地域での
活動や取組み］

※どのような取組み
が行われているの
か

手段 ― 目的手段 ― 目的手段 ― 目的

支援対象者

対象者

※支援の対象とな
るのはどのような
人か

【就労支援をテーマにしたワークショップとりまとめの例】 参加者が意見を出し合
い、お互いに気づきを
得ることができます。
具体的なアイデアにつ
いては、今後の実現可
能性の検討につなげる
こともできます。

スペースが空いて
いるところ（意見
やアイデアが比較
的少なかったとこ
ろ）は今後の検討
課題のひとつです。

アウトカム インパクトアウトプット

Ⅰ-① SOSを出せない人（求職準備者A）

Ⅰ-②就労イメージを持っていない人
（求職準備者B）

Ⅰ-③貧困層・低所得者（求職準備者C）

支援対象 アクティビティ

精
神
的
自
立
・安
定

（楽
し
さ/

生
き
が
い
）

健
康
寿
命

の
延
伸

Ⅱ 企業

Ⅲ 家族

障害や特性を伝えたくない人

不登校

インプット

ひきこもり

Ⅰ-④元受刑者等（求職準備者D）

連
携
し
て
い
る
部
署
・
関
連
機
関
等

【就労阻害要因】
障害
疾病、体力不足
DV
子育て・介護
家族問題
ひとり親

働きたいが何らかの要因で働けない

働くことに不安がある
（トラウマ）

就労意欲がない就労経験がない

スキル不足
車・免許がない
携帯がない
保証人がいない
コロナ 他

仕事が続かない

コミュニケーションが苦手

自分に合う仕事がない

自己理解ができていない

こだわりが強い

職場の人間関係で
悩んでいる人

賃金が少ない

障害者雇用の課題など

連
携
し
た
い
部
署
・
関
連
機
関
等

相
談
窓
口

A

相
談
窓
口

B

相
談
窓
口

C

認
定
就
労
訓
練
機
関
の
候
補

連
携
し
て
い
き
た
い
企
業
等

相
談
窓
口

E

個
人
の
尊
厳

の
確
立

地
域
力
の

醸
成

生
活
保
護
受
給
者
・

貧
困
家
庭
の
減
少

治
療
・
相
談

回
数
減
少

経
済
的

自
立

同
じ
境
遇
の
人

へ
の
好
影
響

人
と
繋
が
り
が
あ
る

(

友
達
が
で
き
る
）

生
活
リ
ズ
ム
が
整
う

生
活
の

安
定

め
ざ
す
職
業
生
活
向
け
て
行

動
で
き
る

安
心
し
て

暮
ら
せ
る

雇
用
率
達
成

人
材
確
保
・

企
業
の
継
続

タクシー会社との連携

移動手段を気にせず
仕事が選べる

社会参加

求職活動を進めら
れる

ジョブコーチ支援
・職場環境調整

保育（夜間等）

試し雇用補助金

ハローワーク
出張相談

ハローワーク
同行

内職・副業サイト

ジョブカフェ
利用

送迎支援

対象者に合った
仕事の確保

（自宅でできる、
ひとりでできる、
単純作業、給与
前払い、柔軟な
勤務時間等）

保証会社との連携
資格取得支援
（運転免許）

職業訓練

マッチングの機会

就労場所の確保

職場見学

職場体験
農業体験・実習

介護実習

調理

ＳＳＴ

グループワーク

自己理解

体力向上

体力向上メニュー
（ヨガ等）

調理

ボランティア活動

居場所

アウトリーチ

スクールソーシャル
ワーカーとの連携

仕事の棚卸し

家族の話に同席

今後あるとよいもの要素凡例 （ ）連携する企業等が必要なもの 対象者の強みを引き出すもの

教育訓練
（Excel・ワード）

相
談
窓
口

D

や
り
た
い
仕
事
に
就
く
こ
と

が
で
き
る

就職・定着支援

社会サービスを利
用しながら就労継

続できる

学ぶ機会（教育訓
練）が利用できる

転職・キャリアチェ
ンジを進められる

希望する職場環境
調整が進む

キャリア相談を利
用することができる

就労準備の活動が
できる

キャリア相談を利
用することができる

学ぶ機会（教育訓
練）が利用できる

アウトカムが明確に
なると、それを実現
するためにはどうす
ればよいか考えるこ
とができます。



回数 ワークショップのテーマ 具体的な内容等

１回目 ・対象者像の共有 ・参加者の担当部署、業務内容によって「就労支援の

対象者」のイメージが異なることが考えられます。

最初に対象者像を共有しておきましょう。

・就労支援の目的の設定

・参加者による取組み・活動

（アクティビティ）の共有

・各参加者が、就労支援のために実施している取組み

を出し合いましょう。なるべく多くの意見を出すこ

とがポイントです。

２回目 ・就労支援の目的に合わせた取組

み・活動の再整理

・足りない取組み、今後取り組む

べき取組みの検討

・１回目に挙げられた取組みを就労支援の目的にあわ

せて整理してみましょう。

・この作業によって地域の取組みが一覧できるように

なるので、取組みの重複、足りない取組みなどを検

討します。

３回目 ・地域資源（インプット）の共有

・各参加者の今後の取組み、役割

分担についての話し合い

・これまでに挙げられた取組み・活動から優先度の高

いものを選び、その実現に向けて協力してほしい団

体・機関の名称を具体的に共有しましょう。

・参加者間の役割分担、情報共有や連携の進め方を確

認し今後の取組みにつなげます。

ワークショップのプログラムは？

【オンラインによる開催について】

※オンライン開催はメリットもありますが、実施の工夫や気配りも必要です。

＜メリット＞

■距離や時間を気にせず参加しやすくなります。
（忙しい人たちにも参加してもらいやすく
なることが最大のメリットです。）

＜注意点・工夫＞

■事前にオンライン会議ツールの接続テスト
をしておきましょう。

■PCとタブレット、スマートフォンでは、
できること(機能)が違う場合があります。

■複数の人が同時に発言しにくいため、
司会者が発言の交通整理をしましょう。

■オンラインでも、意見は付箋紙に書いて
もらった上で読み上げてもらうと、簡潔にまとまりやすいです。
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就労支援ロジックモデル ワークショップ：ワークショップ参加にあたってのお願い

◼ ワークショップ中は、カメラは原則オン、ご発言の際にはミュートは解除（マイクをオン）にし
てください。（ご発言されない際はミュート状態で問題ございません。）

⚫ 通信環境のよい場所で、カメラ・マイク機能が使用可能なパソコン・タブレット・スマート
フォン等でアクセスをお願いします。

⚫ 通信不良により音声のやり取りに障害が生じる場合は、カメラをオフにしていただくことで
改善する場合がございます。

◼ ワークショップに参加される際のお名前は、「所属＋お名前」でお願いします。

⚫ お名前の変更は、Zoomの「参加者」 → 「ご自身の名前にカーソルを合わして“詳細”
or ご自身の名前をタップ」 → 「名前の変更」で変更が可能です。

⚫ 事務局で変更させていただく場合もございますが、ご了承頂けますようお願いします。

◼ このワークショップは２～３回で１セットになっています。これをきっかけに継続的な
取組みにつなげていきましょう。

◼ 参加者の気付きを引き出すため、外部のファシリテーターに依頼することも有効です。

【ワークショップ開催前に投影したスライド】
※予め注意事項をお伝えしておくとスムーズに
開催することができます。



開催までに何を準備すればいいの？

＜開催までの準備 チェックリスト＞

☑ 参加者の検討

 まず、連絡窓口（部署、担当者）を決めて参加者の検討をしましょう。企画・調
整を地域で就労支援に取り組む団体等に依頼することも有効です。

 人数は５～10人程度。地域の実情に応じて人数が多くなっても構いません。人数
が多い場合は５名程度のグループを複数つくりましょう。

 就労支援に関わる多くの部署・関係機関の参加が望ましいです。同一部署に偏ら
ないようにしましょう。

 初回は行政関係者等、日頃から就労支援に取り組む支援者で行うのが望ましいで
す。支援者の間で就労支援の対象者像が共有できたら、地域企業の経営者や人事
担当者にも参加してもらいましょう。さらに次の段階で、企業間で取組みを学び
合い、ネットワークを構築することも考えられます。

☑ 日程

 参加者の業務の状況等を踏まえ、参加しやすい日程にしましょう。

 １回あたりの開催時間は２時間程度です。

☑ 開催方法

 対面での開催のほか、WEB会議サービスを用いたオンライン開催も可能です。

☑ （対面による開催の場合）場所の確保

 参加者にとって利便性の高い場所を確保することが重要です。

 役所の中だけではなく、商工会議所や駅前の会議室など地域に開かれた場所で開
催することも検討しましょう。駐車場の有無についても確認が必要です。

 会場には、机と椅子のほか、ホワイトボード、プロジェクター、スクリーンがあ
ると便利です。

☑ （オンラインによる開催の場合）参加者のネットワーク環境の確認

 事前に参加者が用いるツール（パソコン、タブレット、スマートフォン）を確認
しておきましょう。

 事前に接続テストをしておくことが望ましいです。

☑ 備品

 文具（模造紙、付箋、ペン）、感染症対策グッズ（マスク、消毒液等）



◼ ここでは、ワークショップの運営のため、実際に用いたスライドを掲載します。

◼ 皆様の地域でワークショップを開催する際の参考にしてください。

（１回目・２回目）各参加者の取組みを発表し合い、ロジックモデルの枠に当てはめてみました。

（３回目）これまで出た意見の中で皆様が
取り組んでみたいテーマを２つ選び、実現
に向けて必要なことや連携先についてアイ
デアを出し合いました。

1 Mitsubishi UFJ Research and Consulting

LINE 本文ページ

テーマ① 「大人食堂」
Q１ 当市で「大人食堂」を実施する場合、協力が得られそうな団体・関係機関・企業、（実際に協力が得られるかは分からないが）協力してほ

しい団体・関係機関・企業の名前を記入してください。全く同じサービスでなくても、似通ったサービスや取組みを実施しているところも含めて
お考え下さい。 例：（大人ではないが）子ども食堂に協力してくれている、（食堂ではないが）高齢者のための居場所を運営している ／等

Q２ それぞれの地域資源が担う役割を記入してください。

仮設の屋台をもっている企
業等
・屋台は人が集まりやすい
のではないか

やきとりやの社長

・認知症居酒屋をやってい
たことがある

飲食店による
PRを兼ねたまかない食堂

高齢者サロン

・場所の提供

特養

・あいている部屋 ・車

古い民家を使ったシェア
キッチン

・料理上手の主婦に、週替
わり・日替わりで家庭の味
で調理してもらう

駅前のNPO法人

・場所の提供（集まって食事
をする機会提供をしていた

ことがある）
キッチンカーを持っている

企業・団体等
・公園での食事会

バル

・場所の提供（一角で）

町中にあるデイサービス

・立ち寄れる場所

（場所の希望）
・駅の近く、
町中にあると
寄りやすい
・公民館、駐車場等
・公園

地域の空き家

・地区社協の拠点としてもら
えると、コミュニティソーシャ
ルワーカー常駐

まちづくり協議会

・自家用有償の高齢者の足
を提供するサービスを実施

地域の栄養士、学生

・利用者（特に高齢者）の栄
養、食べやすさ、飲み込み
やすさを考えてもらう

高校、高専

・話し相手等のボランティア

地域通貨の参加店
（約650店舗）

・お店のものを持ち寄る
（飲食店なら弁当、菓子屋
なら菓子、アクセサリー等）

地元の農産品を多く扱って
いる農協、道の駅、農産物

直売所等

・食材提供
スーパーマーケット

・食材（余った野菜等）提供
（子供食堂に利用してもらえ
ないかとの依頼あり）

コンビニエンスストア
・高齢者とブランクのある方
の雇用を積極的に行ってい

る

既存の地域企業の
ネットワーク（６０社）

・継続的に支援するための
サポーター

社会福祉協議会

・ボランティア保険

社会福祉法人

・寄付（子供食堂への提案
あり）

社会福祉法人
（地域貢献として何かやりた
いがきっかけがないとの声。
入居の高齢者に関与しても
らう。高齢者の楽しみにも）

・季節のしつらえ
・季節の箸置きづくり

ものの提供

場所の提供

人・サービスの
提供

お金

その他

認知症カフェ（５カ所）

薬局、直売所、ドラックスト
ア・ベル社、古民家等（認知
症サポーター等も入ってい

る）

（例）「大人食堂」、
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テーマ② 「就労支援アクティビティ（出口）のネットワーク化」
Q２ それらの地域資源のネットワークを構築するために、必要な取組み、有用と思われる取組みについて、記入してください。
（例 ： 情報交換会や勉強会の開催、相談窓口の設置 ／等）

福祉の仕事の合同説明会

・他所で行われていた説明会を
参考にして、当市でも実施して
はどうか。

・協力企業の開拓

市役所での部署を超えた情報
提供プラットフォーム（既存のコ
ミュニケーションツール）

・スマホのチャットアプリ

地元企業の仕事説明会

・仕事を詳細に分別した説明会
の開催（事務、その他）

障害者支援の事業所
（事業所の方が講師になる）

・受け入れ側への説明会・勉強
会をしてもらう
・障害者の受け入れ方

とりまとめとなる場所
中継地点

職業体験イベントの大人版

・合同説明会に協力してくれた
地域の若い社長さんたちと一緒
にやれるとよい。

既存の連携・
組織等の活用

しくみイベント

主体を増やす

実体験、感想のフィードバック
の仕組み

・雇用にもつながりやすくなるの
ではないか。

設置目的の違う
既存組織の活用

・プロジェクト推進協議会
・自治組織 等

・社会福祉法人と地域のつなが
りのサポート、社福のネットワー
ク化
（企業支援）

コミュニティソーシャルワーカー
養成講座修了者のフォローを

一緒に行う

・支援人材の確保・育成

2 Mitsubishi UFJ Research and Consulting
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テーマ② 「就労支援アクティビティ（出口）のネットワーク化」
Q１ 就労支援の実施にあたり、連携が必要な役所や関係機関、協力が得られそうな団体・企業、（実際に協力が得られるかは分からないが）
協力してほしい団体・企業の名前を記入してください。

ハローワークと人材事業者

・ハロワのもっていない求人
で協力してもらう

地方創生関連の
プロジェクト推進協議会

・経済循環を高める食のプ
ロジェクトとの連携
・ネットワーク化支援

地元のラーメン店

・乾麺で誰でも同じ味が再
現できる。

農業テーマパーク

・農業体験（若者の農業担
い手受け入れを実践）
・市の施策の移住体験協力
実績あり（シニア等）

就労移行支援事業所

・就労サポート
（障害のある方のサポート
実績あり）

協力企業

・草刈り
・印刷業
・受付（事務）

コンビニエンスストア

・シニア従業員の仕事説明
会の実績あり

企業その他

・住民のお困りごと対応
（例：庭の手入れ）

地域若者サポート
ステーション等

・受け入れまでの道案内役

地域企業、農協、漁協等

・受け入れ協力
農協、農業委員会、

農林水産課

・業務を切り出し（草刈り、
収穫等）
※生産者のニーズを探り、
就労とマッチング

らづ-Biz（＋商工会議所）

・受け入れ協力

受け入れ協力 受け入れまで
の道案内
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ロジックモデル ワークシート

インプット アウトプット アウトカムアクティビティ インパクト

施策名
対象（誰・何を）

求職準備者（就労困難者）の就労支援
意図（どうしたいのか）

支援対象者

出された意見を「ロジックモデル・
ワークシート」に整理します。



２回目から就労
支援に積極的な
企業の方が参加
し、議論が深ま
りました！

まず、対象者本
人を大きく４つ
に分けて議論を
始めました！

企業やNPOの方
から「地域にあ
るとよいもの」
について多くの
アイデアが出ま
した！
これから取組む
べきことが分か
りました！

企業やNPOの方
が参加する場合
は、最初に対象
者像を共有して
おくことがポイ
ントです！

◼ 以下は、2019年度からワークショップの開催に協力してくださった千葉県木更津市、
大阪府高槻市の皆様の意見をまとめたものです。

◼ いずれの自治体でも、様々な部署や関係機関、地域の企業や団体の方が参加してくだ
さったことで、多くのアイデアがでました。今後の取組みにもつながっています。



＜本件に関するお問い合わせ先＞

三菱UFJリサーチ＆コンサルティング株式会社 担当：経済政策部小川
TEL：03-6733-1000（代表）

※このリーフレットは、令和２年度社会福祉推進事業「生活困窮者の就労支援を通じた
地域づくりに関する実践的調査研究事業」の一環として作成しています。

ワークショップに参加した方からの声

連携ができていると考えていた部署や関係機関が集まって
ワークショップをしましたが、有益な取組みにもかかわら
ず、全く把握できていなかったものもありました。今後、
定期的に同様の取組みをしていきたいと考えています。

Plan
Do

Check
Action

福祉分野だけでなく、商工労政分野、農林水産分野な
ど、視点や視野が異なる参加者からの情報やアイデア
を共有できました。今後もこうした分野横断的に意見
を交換する機会があるとよいと思いました。

対象者の早く就職がしたいという気持ちと、人員不足
の企業を繋ぎ合わせる形で、職場体験事業を行ってい
る取組みに良い刺激をもらいました。

◼ 地域の就労支援も、他の施策と同様にPDCAサイクルを構築する
必要があります。定期的にこのワークショップでロジックモデル
を活用することで、日々の支援の実践（Do）の中検証（ Check）
をすることができます。ワークショップでの検討結果を次の改善
（Action）や計画（Plan）につなげていくことが重要です。

◼ ワークショップを通じてできたネットワークを活かし、その後も
つながり続けましょう。そうすることで、ワークショップが地域
の中で活かされ、地域の活性化につながります。

自分が考えていなかった意見をもらえることで、新たな
行動につなげられるのがよかったです。ワークショップ
をきっかけに、商工会議所と連携したり、地元の神社で
の１日職場体験ができるようになりました。


